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わが国航空輸送市場における
リージョナル機材の活用とその課題
一一国内航空ネットワーク維持策一一
森内 享
高橋 望
1.はじめに
2010年3月に，わが国で98番目の空港となる茨城空港が開港した。また同月成田空港の発着
枠が増加しそして10月からは羽田空港第4滑走路が供用開始となり発着枠の増加に伴い国内
線・国際線の増便が可能となる。全国の空港整備が概成.大都市の基幹空港の空港整備が進展
しこれまでの発着枠制約が緩和され，囲内・国際航空ネットワークをさらに充実できる環境が
整ったといえよう。しかし一方で，これまでのわが国の航空界に君臨してきた日本航空が経営
破綻し.航空企業聞の競争が激化する中で不採算路線からの撤退が加速するなど，わが国の航
空界は大きな転機を迎えている。
他方，新幹線の高速化・延伸，割引運賃の拡大，また高速道路の延伸，値下げ・一部無料化
など競合交通機関との競争はますます厳しさを増し少子高齢化による人口の減少もあいまっ
て囲内航空事業者にとっては事業環境が今後ますます厳しくなっていくことが予想される。
特に，囲内航空市場においては，これまでの東京，大阪の空港での発着枠の制約から，需要
増に対応するため世界では類を見ないほど中大型機の導入が行われてきたが，需要の伸びの鈍
化，他交通機関との競争激化に加え，供給過剰や少頻度運航による利便性の問題から採算が悪
化し路線の休廃止が相次いでいる。
空港整備の進展で航空ネットワークを充実できる環境が整いつつあることと裏腹に，事業採
算の問題からネットワークが縮小する傾向にあることは，巨額な投資により整備した貴重なイ
ンフラを活用できないばかりか，その目的であった高速交通機関へのアクセスを広く国民に提
供するという目的にも逆行するものである。
本稿では，そうした厳しい事業環境の中で，航空ネットワークを維持，発展させていくため
の方策のひとつとしてリージョナル機材の活用をとりあげ，その課題を分析することを目的と
する。


















